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f司

野

健

封一

主

義

の

構

造』

著

絶

f麦

藤

靖

日

弐

一
、
は

二
、
何

一
ュ
、
若

し

古S

き

野

氏

の

見

解

千

の

疑

問

ー
ー
あ
わ
せ
て
紹
時
主
義
諦
争
目
間
連
し
て

は

し

曲Z

き

組
謝
辛
議
申
問
題
が
最
抗
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
問
題
は
、
決
し

τ、
車
な
る
隔
世
臭
盤
的
興
悼
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
人
民
民
主

主
義
革
命
が
わ
れ
わ
れ
の
日
程
仁
よ
っ
て
い
る
と
号
、
わ
れ
わ
れ
の
民
主
主
義
脅
か
ち
・
と
る
士
治
仁
は
、
好
む
L
L
好
ま
ぎ
る
'
と
じ
か
か
わ
ら
今
、
絶
潤
主

諮
り
問
題
に
民
創
に
取
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
最
近
の
前
事
は
聞
を
宣
ね
る
に
し
た
が
っ
て
、
か
つ
て
の
叶
マ
ご
で
論
争
』
の
よ
う
仁
、
嘗
初
日
問
題

意
識
が
忘
却
さ
れ
、
車
な
る
論
壇
的
興
味
に
逃
避
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
懸
念
に
か
ら
れ
る
。
と
い
う
mwも
、
論
宰
官
事
者
間

ιLEり
る
論
理
由
貿
麗
的

『
組
艶
主
義
昭
構
撞
』

第
六
十
七
巻

プL
ずb

事
四
・
亙
郵

一
三
士



『
結
罫
主
義
母
待
漬
』

第
六
十
七
巻

= 
O 
O 

靖
四
・
豆
植
田

ヨ
F可広

裏
付
け
炉
、
極
め
て
等
閑
仁
附
せ
ら
れ
、
論
理
の
む
し
か
え
し
仁
終
始
し

τい
る
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
ロ
論
理
は
、
そ
れ
が
つ
ね
に
貿
践
的
課
題

に
鷹
主
、
そ
し

τ、
寅
臨
跡
的
裏
づ
吋
少
持
つ
こ
と
仁
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
、
筋
金
の
入
っ
た
色
の
に
な
る
こ
と
は
誰
し
6
知
っ
て
い
る
。
賞
謹
の
問
題
は

特
に
隆
史
科
墜
の
領
践
に
お
い
で
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ぞ
れ
故
に
、
『
繭
宇
』
の
傍
観
者
の
一
人
と
し
て
、
『
論
学
』
の
方
向
間
換
を
望
む
の
は
無

理
な
こ
と
で
は
な
か

ιぅ
。
こ
う
い
う
疑
問
骨
い
ザ
い
い
い
て
い
た
主
事
、
『
論
事
』
白
常
事
者
の
一
人
で
あ
る
河
野
氏
が
『
網
針
主
義
の
構
浩
』
と
い
う
大
著

者
も
の
き
れ
た
。
絶
掛
主
義
の
問
題
に
正
b
組
ん
で
い
る
わ
h
し
仁
左
つ
で
は
、
教
え
色
れ
る
と
と
ろ
が
極
ゆ
で
多
か
つ
土
。
そ
れ
行
け
に
、
わ
た
し
は

若
干
の
疑
問
b
ぃ
rか
ぎ
る
か
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る
。
乙
乙
仁
民
叩
カ
作
を
と
b
上
げ
る
理
由
が
品
志
。
以
下
民
の
所
設
を
紹
介
し
、
品
b
せ
て
わ

t
し

な
h
の
疑
阿
を
提
出
し
て
見
ょ
う
。

-
と
こ
ろ
で
本
書
白
内
容
は
弐
の
如
く
な
っ
で
い
る
。

第

粛第
三
皐

静

章

第
三
章

第
四
章

第

篇事

章

事

事

事
=
一
章 結

重量

主

義

前

般

規

定

自守

附
前

絹
針
主
義
植
力
の
怯
質

絡
調
主
v

曹
の
担
酒
樽
遺

紹
封
主
義
と
マ
孟
ユ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

細
野
主
議
白
艇
済
世
策

紹
密
主
載
の
歴
史
誼
橿

二
つ
の
重
商
主
義

紹
罰
主
識
と
小
農
階
紐

ア

y
vャ
ン
・

ν
d
I
A
O
紐
梼
過
程

‘ 



附
諦

7

ラ

ν
ス
農
業
且
の
構
撞

相
制
覇
主
義
と
プ
ル
ジ
ョ
ア
草
A
W

第
ニ
篇
は
わ
七
し
仁
と
っ
て
は
不
案
内
な
商
蹴
就
中
イ
ギ
り
ス
と
フ
ラ

Y

ス
の
厩
見
過
程
で
ゐ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
第
二
輔
の
み
を
取
上
げ
る
こ
と
に

す
も
こ
の
賭
藷
岩
m
u
御
了
承
を
願
?
」
ー
と
に
し
よ
う
。

第
四
章

河

野

氏

の

見

解

洞
野
民
的
見
解
を
わ
た
し
な

b
仁
一
一
臨
ま
と
め
て
み
よ
う
。
以

T
の
諭
誌
で
少
か
ら
ぎ
る
誤
解
と
誤
讃
の
関
が
あ
る
か
色
し
れ
な
い
が
、
こ
mu
融
あ
ら

か
じ
め
著
者
仁
お
わ
び
し
で
お
〈
。

洞
野
氏
は
い
う
。
絶
劉
主
誌
は
封
建
制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
過
渡
期
に
成
立
す
る
中
央
集
機
的
要
銀
態
で
あ
る
。

rか
ιそ
こ
で
は
、
土
地
貴
族
も

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
も
お
互
に
柑
手
を
屈
伏
し
得
予
均
衡
し
て
い
る
。
と
い
う
よ

h
も
楢
力
を
め

t
っ
て
あ
い

t
た
か
う
一
一
つ
の
階
級
が
殆
ん

E
均
衡
を
保

つ
結
呆
と
し
て
、
第
三
者
が
「
外
見
上
白
調
停
者
」
と
し
で
櫨
力
の
座
に
つ
〈
こ
と
に
な
る
ロ
こ
れ
が
絶
樹
君
主
で
あ
り
、
か
か
る
超
階
級
的
帯
在
の
故

に
園
家
槙
力
の
相
勤
的
調
白
性
も
強
化
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
=
つ
白
階
級
が
均
衡
す
る
と
は

E
う
い
う
こ
と
か
?
を
問
題
日
き
れ
、
乙
れ

色
四

に
つ
い
て
弐
の
上
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
階
級
均
衡
が
問
題
と
な
る
の
位
、

!
棺
力
の
獲
得
を
品
ぐ
っ
て
二
回
つ
陪
敵
勢
力
が
相
手
っ
て
い
る
扶
態
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
フ
て
、
構
力
の

物
質
的
基
礎
が
こ
っ
心
階
紐
に
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
何
れ

ω
階
級
に
も
な
い
と
か
い
う
ζ

と
で
は
な
い
。
現
貫
心
枇
骨
的
、
経
済
的
諮
問
侍
白
う
ち

に
は
、
封
建
的
な
聞
係
も
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
関
揮
も
存
在
L
、
そ
の
結
果
、
樺
力
E
b
r
る
た
た
か
い
が
現
わ
れ
る
り
ア
あ
る
が
、
し
か
し
経
費
主

義
政
権
そ
の
も
り
は
革
質
的
に
は
封
建
的
な
露
関
係
を
自

b
の
物
質
的
基
礎
と
し
℃
も
ワ
て
刷
る
」
(
七
頁
)
。

こ
巴
引
用
伺
所
で
は
『
均
衡
』
の
問
題
が
何
故
取
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
の
問
題
意
識
と
そ
め
解
答
が
あ
い
ま
い
で
あ

b
、
他
の
個
所
(
例
え
ば

『

締

罰

主

議

。

構

措

』

第
六
+
七
巻

= 
O 

静
岡
・
王
親

= 
丸



『
組
謝
主
揖
輔
自
構
遺
』

第
六
十
七
巻

。

第
四
・
五
腕

四
O 

三
八
頁
)
に
於
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
白
こ

k
は
後
に
ふ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
民
は
「
絶
劃
主
語
檎
カ
は
決
し
で
空
中
に
漂
う
て
い
忍
の
で
は
な
い
。
」
と
す
れ
ば
、
こ
の
権
力
の
芸
礎
は

E
こ
に
あ
忍
か
?

そ
り
場
合
、
「
人
は
樫
カ
が
い
か
な
る
経
済
関
係
や
表
現
し
、
如
何
な
る
階
跡
の
も
り
で
あ
る
か
」
(
物
質
的
基
礎
)
と
、
「
人

b
m如
何
な
る
部
身
者

基
礎
と
し
、
い
か
な
る
人
々
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
代
表
し
で
い
る
炉
」
ペ
批
曹
的
基
礎
)
を
一
一
畑
区
別
し
て
考
量
る
必
要
が
あ
る
・
と
さ
れ
る
。
そ
し
で
組

、
掛
主
義
の
物
質
的
碁
礎
は
特
樽
的
土
地
領
有
閥
係
日
封
建
的
搾
肩
関
係
で
あ
り
、
社
曾
的
茶
話
は
農
奴
や
手
工
業
者
な
ど
の
民
汎
な
小
生
産
者
の
階
居
で

品
る
と
言
ぺ
わ
れ
る
。
こ
叩
ょ
う
仁
絶
罰
主
義
は
本
質
的
に
は
封
建
的
な
諮
問
係
を
自
ら
の
物
質
的
基
提
と
し
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
そ
れ
が
岡
有
田
封
建
詳

力
HAM機
制
と
異
な
る
の
は
突
の
賭
に
存
す
る
。
聞
も
絡
調
主
義
の
下
で
は
農
奴
的
生
査
関
係
日
人
格
的
隷
従
関
係
が
契
約
関
係
仁
移
行
す
る
と
い
う
よ

う
に
、
従
来
の
搾
環
関
係
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
外
装
が
附
加
3
れ
士
融
と
、
乙
れ
と
並
ん
ア
、
「
そ
白
上
に
構
築
さ
れ
る
ギ
ル
V
制
的
手
工
業
、
特
標
的
大

商
人
や
金
融
貴
族
、
特
樫
的
な
持
議
埜
市
な
E
」
白
別
個
の
枚
取
機
構
肝
附
加
き
れ
る
こ

t
?品
る
(
同
喜
一
四
頁
参
照
)
。
換
青
す
れ
ば
、
絶
調
主
語

は
封
建
的
な
関
係
の
な
か
に
プ
ル
e

シ
ョ
ア
閲
係
が
喰
込
み
、
附
着
す
る
と
い
う
複
雑
な
物
質
的
基
礎
の
よ
に
立
っ
て
い
る
賠
で
あ
る
。
a
に
か
ら
こ
号
封
建

的
T
品
る
と
同
時
に
プ
ル
シ
ョ
ア
的
で
品
る
3

ど
い
う
絶
謝
主
義
の
こ
の
オ
盾
レ
に
性
格
、
そ
町
二
面
性
」

t
提
起
し
、

(
同
番
二
七
頁
)
が
現
わ
れ
て

t
晶
、
と
説
明

さ
れ
Z

。

開
艶
主
義
の
も
つ
複
雑
な
性
絡
日
二
菌
性
は
、
営
代
の
縄
海
段
階
の
表
現
で
め
る
G

絶
針
主
義
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
援
畏
の
濯
物
」
マ
あ
る
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
れ
で
は
、

E
の
よ
う
な
経
済
勝
進
H
段
階
を
さ
す
叩
で
ゅ
の
ろ
う
か
?
民
は
こ
の
品
減
期
四
一
脳
演
構
造
骨
「
商
品
経
済
段
階
」
と
呼
ば
れ
る
。

「
商
品
担
演
は
、
封
建
的
な

b
H
V
に
箕
本
家
的
生
産
様
式
の
変
替
期
限
あ
ら
わ
れ
る
温
讃
的
な
紹
済
構
揖
で
あ
D
、
そ
と
で
は
封
建
制
が
解
憶
す
る
と

。
と
も
に
資
本
(
家
)
的
生
産
方
措
が
新
た
に
生
れ
つ
つ
あ
る
ζ

と
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
は
封
建
的
生
産
方
法
と
資
本
家
的
生
産
方
法
と
い
ら
明

b
b

に
相
矛
盾
し
た
生
産
形
態
が
一
定
の
時
期
を
限
旦
亡
、
併
存
し
闘
争
す
る
祖
済
構
挫
で
あ
り
、
『
矛
盾
の
統
一
』
で
あ
る
し
{
同
害
一
七
買
〕
。

そ
れ
白
生
産
構
迭
は
「
自
己
申
生
産
手
段
と
努
働
力
k
の
結
合
的
上
に
立
つ
小
所
有
者
的
商
品
生
産
リ
プ
チ
・
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
盛
田
蹟
汎
な
成
立
」



(
一
九
頁
)
で
あ
り
、
具
睦
的
仁
は
小
農
的
畏
議
・
小
倖
業
・
資
本
家
的
家
内
第
倒
・
マ
-
一
ユ
ア
ァ
ク
チ
ュ
ア
等
山
生
産
形
態
や
槌
起
的
仁
創
出
し
、
叉

そ
れ
等
骨
併
存
せ
レ
由
る
と
こ
る
の
鰻
消
構
話
で
あ
る
(
一
九
頁
参
胤
、
伺
イ
ギ
り
一
入
・

7

ヲ
ン
ス
的
障
見
過
程
に
つ
い
て
は
第
二
篇
第
一
・
事
三
章
K

梓
撞
さ
れ
ζ

い
る
五
つ
い
で
な
が
ら
氏
は
堀
江
氏
の
『
小
管
業
段
階
』
論
者
弐
由
理
由
に
よ
っ
て
排
撃
さ
れ
る
。
即
ち
、
小
皆
業
は
工
業
に
お
け
る
生

産
形
鼠
日
旦
重
力
表
現
で
品
り
、
そ
臼
嘗
時
に
は
工
業
が
ま
ゼ
農
業
じ
か
わ
っ
〈
支
配
棋
を
に
吉
る
と
い
う
朕
態
「
い
は
注
し
て
い
な
い
。
に
か
ら
小
営
業

が
荘
存
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
『
小
皆
業
段
階
』
と
い
う
査
鯨
捕
問
機
構
を
特
色
宇
け
る
経
済
段
階
ー
と
し
て
持
出
す
こ
と
は
不
誼
首
で
あ
る
f

(

宍
四

頁
、
八
一
一
頁
参
照
)
と
。
こ
の
鮪
γ

い
つ
い
て
の
私
見
は
後
で
誼
べ
よ
う
。

弐
に
氏
は
、
絶
劃
主
義
の
物
質
的
某
援
が
半
封
建
的
関
係
仁
ゐ
b
、
そ
の
擢
力
炉
半
ば
封
建
的
で
半
ば
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
と
な
る
の
は
、
と

h
ち
直
君
、
す

か
か
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
鼓
震
の
官
接
的
絹
糸
で
あ
る
と
し
、
こ
白
mv
え
に
、
紹
調
主
誌
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
現
展
仁
如
何
な
る
態
度
リ
政
策
を
と
る
か
骨
同

題
に
さ
れ
る
。
こ
れ
を
問
題
に
す
る
前
仁
手
が
か

h
と
じ
て
‘
プ
bw
ジ
ョ
ア
的
議
展

l
iそ
札
は
商
条
資
本
音
主
導
と
す
る
が
ー
ー
の
結
張
、
奮
来
mu
封

建
附
階
紋
構
成
に
ど
町
ょ
う
司
務
化
が
ひ
き
起
き
れ
て
〈
る
か
を
、
氏
と
と
も
仁
見
て
お
こ
う
。
商
業
資
本
お
よ
び
貴
族
的
土
地
所
有
(
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的

J

艮
U

結
果
、
領
主
権
力
hu
貨
幣
財
産
自
大
き
さ
に
島
か
わ
る
ま
う
に
な
り
、
領
主
間
同
闘
争
そ
引
説
化
を
と
お
し
て
、
最
大
円
領
主
が
園
主
よ
な
り
、

個
々

ν
領
主

ι
と
れ
と
回
世
闘
係
を
結
ん
で
貴
族
と
な
る
。
貴
族
的
土
地
所
有
は
か
〈
て
説
法
一
ず
る
。
一
六
七
九
頁
参
照
)
は
支
配
色
収
容
の
網
を
ひ

ろ
げ
、
解
放
き
れ
仁
畏
奴
酌
土
地
色
、
農
民
的
小
出
品
業
も
、
都
市
の
手
工
業
も
そ
の
「
織
の
拘
束
」
の
下
仁
お
か
れ
る
。
こ
の
時
代
を
貫
い
て
進
行
場
る

色
pv
は
、
生
産
者
日
中
産
的
生
音
者
的
階
居
卦
化
で
あ
る
。
か
〈
て
、
そ
の
結
果
「
thA曹
の
階
級
編
成
は
土
地
貴
族
・
商
業
(
金
融
)
貴
族
を
最
上
層
と

し
、
中
礎
的
所
有
者
す
な
わ
ち
市
民
階
級
の
底
汎
な
階
階
、
お
よ
び
最
下
府
に
は
労
働
者
・
責
務
民
的
増
大
し
つ
つ
あ
る
一
群
骨
擁
す
る
こ
と
に
な
る
」

(
ニ
=
一
頁
及
び
事
ニ
鰐
第
豆
章
参
照
)
。
か
か
る
階
層
を
基
礎
(
物
質
的
・
枇
曾
的
)
と
し
て
絶
劉
王
槽
は
濁
自
の
政
策
世
絵
行
ず
る
。
即
ち
、
玉
躍
は

r

プ
ル
ジ
ョ
ア
的
援
展
mu
波
仁
の
っ
て
、
封
建
粧
隣
町
地
方
分
散
性
を
打
破
っ
て
鰹
済
活
動
的
統
遁
両
骨
合
理
化
宇
品
事
に
努
め
る
。
〕
方
で
は
、
交
通
、

圏
内
閲
続
、
租
税
、
幣
制
等
DJ改
革
k
統
一
、
他
方
で
は
、
将
棋
的
大
フ
ル
ジ
ョ
ア
白
た
め
の
勢
倒
強
制
、
賃
金
引
下
げ
、
ヱ
業
統
制
を
行
い
、
い
わ
甲

『
絶
密
主
義
の
構
揖
』

第
六
十
七
巻

O 

第
四
・
五
観

四



『
岨
担
割
主
義
四
構
造
』

第
六
十
七
巻

コ一

O
四

停
四
・
車
輪

四

る
京
源
問
蓄
積
そ
途
行
す
る
o

王
様
凶
か
か
る
政
策
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
力
を
一
増
大
ゼ
し
め
、
マ
S

L

フ
ア
グ
チ
み
ア
炉
設
毘
し
、
費
本
家
的
生
産
方

法
が
溢
展
す
る
に
つ
れ
て
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
階
級
と
し
て
組
織
さ
れ
る
仁
至
る
。
こ
う
な
る
と
絶
劃
主
語
政
櫨
は
そ
の
必
姿
な
騨
費
を
得
る
た
め
に

ブ
ル
ジ
ョ
ア

J
!
の
援
助
を
必
要

E
し
、
彼
等
と
査
人
民
か
ら
白
牧
曹
を
鈴
儀
な
〈
さ
れ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
晴
朗
曾
骨
遁
レ
て
王
権
ー
と
相
事
う
に
至

る
。
玉
躍
は
そ
こ
で
貴
族
府
色
結
ん
で
身
分
制
!
|
却
建
的
諸
関
係
白
復
活
、
強
佑
を
は
か
h
J
、
プ
作
ジ
ョ
ア
的
震
度
を
お
し
と
E
め
よ
う
と
す
る
。
こ

の
よ
う
に
、
絡
調
主
議
は
ぞ
の
成
立
山
初
期
-
仁
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
目
指
展
H

本
源
的
菩
杭
を
遂
行
す
る
(
啓
蒙
的
紹
謝
主
義
)
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

力
炉
損
〈
な
る
と
と
る
に
そ
れ
骨
阻
止
し
よ
う
と
す
る
(
反
動
的
紹
軒
主
義
)
。
こ
の
こ
と
は
，
つ
ま

h
絶
艶
主
範
的
よ
っ
て
立
つ
物
層
的
悲
誕
に
結
呆

す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
ぞ
き
る
こ
茸
頁
、
一
一
阿
1
九
買
、
第
二
情
第
一
章
・
第
三
軍
参
叩
)
。

以
上
治三

河
野
氏
の

量
的

概
畏
で
あ
る

ιl 
干

し
疑
問
を

草
し
て

霊
世
相j

z 

若

干

の

疑

問

1
i併
せ
て
「
絶
封
主
義
論
争
」
に
も
闘
謹
し
て

絶
酎
主
義
は
、
民
色
言
か
れ
る
よ
う
に
、
封
建
制
か
ら
費
本
主
義
へ
の
過
渡
期
り
権
力
形
肢
で
晶
b
、
本
来
的
に
は
対
建
的
権
力
で
あ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
臼
は
、
川
土
地
貴
族
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
均
衡
す
る
'
と
は

E
う
い
う
こ
と
か
、
何
故
均
掬
す
る
の
か
?

階
級
闘
係
l
闘
守
は
E
う
い
う
形
飴
を
と
っ
て
い
る
か
?

何
そ
の
と
き
の

例
紹
劉
主
義
と
本
源
的
蓄
積
(
以
下
源
蓄
と
呼
ぶ
)
は

E
ん
な
関
係
に
品
る
か

y

k
い
う
こ

と
で
あ
る
G

こ
り
諸
馳
は
、
周
知
り
よ
う
に
最
近
日
絶
針
主
義
論
争
の
中
心
髄
で
も
晶
る
ロ
黙
し
な
が
ら
、
『
論
争
』
は

ι
の
問
題
を
提
起
し
な
が
ら
、
一

部
些
者
両
日
繭
壇
的
興
味
ド
堕
レ
、
論
理
の
窪
轄
に
格
始
し
て
い
る
憾
が
品
る
。
そ
こ
で
、
小
硝
で
は
河
野
氏
へ
り
疑
問
や
提
起
し
、
あ
わ
せ
て
『
論
事
』

の
宵
胞
を
っ
こ
う
。

問
題
に
入
る
前
提
と
し
て
、
弐
出
己
、
と
に
注
意
し
1
お
か
ね
ば
な
ら
白
。
相
調
主
議
は
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
援
民
に
よ
っ
て
ひ
き
担
さ
れ
た
、
封
建
誠
侯



に
関
す
る
農
民
闘
事
と
、
そ
の
周
過
に
結
集
さ
れ
に
小
プ
Y
ジ
ョ
ア
及
び
前
期
プ
ロ

ν
タ
リ
ア
由
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
溜
動
、
即
ち
階
級
闘
手
の
産
物

で
あ
る
。
そ
し
て
絶
掛
主
義
的
成
立
は
封
捧
櫨
制
の
危
機
l
矛
盾
を
鰹
和
レ
、
封
建
瞳
制
そ
の
も
の
を
編
成
替
す
る
も
の
で
品
っ
た
。
と
い
っ
亡
も
絡
調

王
政
は
、
ぞ
の
矛
庸
を
完
牛
士
に
解
決
し
、
解
消
す

o
b
の
で
は
な
〈
、
一
時
的
に
糊
塗
し
た
に
温
吉
な
い
。
と
い
う
の
は
、
絶
掛
主
説
明
下
じ
お
い
て
、

奇
の
前
時
代
か
ら
引
つ
い
か
れ
、
蓄
積
さ
れ
た
矛
盾
は
よ
ち
深
刻
と
な
b
、
そ
由
化
時
に
、
ぞ
れ
骨
打
倒
し
よ
う
と
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
運
動
が
小

止
み
な

t
積
り
ら
れ
、
調
大
き
れ
て
行
く
か
ら
で
品
る
。
こ
れ
ゼ
貯
の
こ
ー
と
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
さ
き
の
疑
問
者
述
べ

τみ
よ
う
。
つ
い
で
な
が

ら
、
わ
た
し
は
以
下
申
叙
姐
で
明
治
維
新
を
念
頭
に
お
い
て
い
ろ
。

間
「
均
術
」
に
O
い
て
o
b
t
し
は
、
こ
申
「
均
衡
」
は
常
年
の
階
級
関
係
の
結
果
現
わ
れ
て
く
る
も
の
と
解
し
て
い
る
。

athr
ら

ωと
仰
を
同
時
に

取
扱
う
こ
と
に
す
る
。
階
級
関
係
性
構
成
に
つ
い
て
は
、
小
稿
で
引
用
し
七
河
野
民
の
分
析
で
一
隅
閥
解
答
が
拠
え
ら
れ
て
い
る
。
然
し
な
が
ら
、
河
野
氏

の
場
合
に
は
、
そ
の
階
級
閥
係
自
分
析
は
、
階
級
商
事
の
ゐ
b
方
か
ら
で
は
な
〈
、
単
に
瞥
年
の
諸
階
級
を
分
類
さ
れ
た
に
企
ま
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

z
y
F
ル
ス
の
『
ド
イ
ヲ
農
民
戦
争
』
に
お
け
る
階
級
の
梅
歳
は
、
周
知
申
よ
う
に
、
封
建
的
支
配
者
内
部
に
お
け
る
諸
侯
・
騎
士
・
聖
職
者
間
白
、
ま

に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
U

1内
部
に
お
け
る
都
市
貴
族
k
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
と
の
弊
立
、
き

ιに
土
地
貴
族
と
都
市
貴
族
の
甥
立
。
然
し
ょ

h
基
本
的
に
は
封
建

的
支
臨
岩
に
劃
す
る
農
民
白
、
聾
巾
貴
族
に
謝
す
る
前
期
的
プ
ロ
レ
タ
り
ア
の
野
立
、
即
ち
、
支
問
者
L
L
被
支
国
者
と
叩
階
級
闘
守
E
U
T
掛
か
れ
て
い

る
。
勿
論
、
品
シ
グ
ル
ス
川
町
分
析
は
、
組
調
主
義
午
一
剛
史
H

開
制
期
で
あ
る
と
し
て
も
、
相
調
宅
義
時
代
に
な
っ
て
、
被
の
分
析
覗
角
川
か
あ
て
は
ま
ら
な
い

と
は
息
宣
な
い
。
例
え
ば
日
本
の
場
合
、
日
由
民
構
運
動
に
参
加
し
た
諸
階
級
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
リ
市
民
的
反
鈎
源
と
し
て
中
小
地
主
磨
、
自
作
農
上

層
、
醗
法
業
者
や
中
小
商
人
を
あ
げ
う
る
し
、
平
民
的
反
劉
減
と
し
て
自
作
農
下
同
問
、
小
作
人
、
前
期
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

こ
と
は
別
の
槻
曾
に
論
じ
k
う
。
洞
野
氏
の
喝
合
、
絶
謝
主
義
下
叩
陪
頼
関
係
の
卦
析
方
法
に
は
、
階
級
闘
争
と
い
う
重
要
な
支
冊
闘
が
ポ
ヤ
け
て
い
る
様

ew 

に
考
え
る
。
明
江
氏
小
規
合
に
も
乙
の
己
と
は
官
然
言
い
う
る
。
姻
江
氏
の
言
い
分
は
、
大
陣
、
こ
う
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
建
民
に
伴
っ
て
絶
潤
主

義
他
し
よ
う
と
す
る
剖
建
諸
伎
は
、
円
分
と
劉
立
す
る
騎
士
を
抑
隈
す
る
に
め
に
、
騎
士
と
艶
立
す
る
農
民
の
反
抗
運
動
を
利
用
す
る
、
と
。
こ
こ
で
注

『
世
相
劃
主
義
の
構
揖
』

第
六
十
L
U

魯

コ↓

O
E

第
四
・
五
貌

回



『
紹
謂
主
義
自
構
捲
』

第
六
十
七
番

O 
占
r、

事
四
・
五
競

一
四
四

意
し
な
吋
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
畏
民
は
決
じ
て
騎
士
と
の
み
針
立
l
抗
宇
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
封
建
的
支
配
者
(
諸
侯
も
含
め
た
)
一
般
に
劃
し

て
掛
抗
し
て
い
る
。
民
は
、
農
民
掛
封
建
的
土
地
所
有
者
の
基
本
的
問
立
を
、
封
建
的
支
配
者
同
閣
内
部
の
申
立
に
す
b
か
え
ら
れ
よ
う
L
し
し
て
い
る
(
期

江
民
の
時
前
稿
参
照
)
。
絶
針
主
識
の
下
で
の
階
級
(
掛
立
)
閥
係
昔
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
、
土
地
貴
族
と
特
権
的
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
均
衡
が
問
題

に
さ
れ
う
る
。
と
い
う
の
は
、
均
衡
す
る
雨
階
続
出
、
ぞ
れ
日
ぞ
れ
自
己
に
庶
接
的
に
仙
町
立
す
忍
反
劉
占
唱
を
持
っ
て
い
る
ロ
前
者
は
中
小
地
主
・
肖
作
農
・

小
作
農
由
、
後
者
は
中
小
プ

C
ョ
ア
及
劃
期
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
市
民
的
・
平
民
的
反
撃
を
。
一
一
雨
階
級
は
都
市
及
品
符
の
反
罪
の

Z
Uョ
ア
民

主
主
義
運
動
申
前
に
、
お
そ
れ
お
の
の
い
て
い
る
。
そ
れ
故
ド
、
彼
等
爾
階
恥
酬
は
、
日
己
白
政
治
的
経
済
的
地
盤
を
守
h
阻
〈
た
自
に
特
墓
前
獅
子
の
分

け
前
を
あ
ら
そ
っ
て
い
る
。
こ
白
上
仁
紹
斡
玉
棋
が
の
つ
か
っ
て
い
る
。
ザ
い
が
、
反
臨
調
涙
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
謹
勤
が
輯
烈
に
な
れ
ば
、
常
仁
安
協

し
、
精
場
主
誌
と
結
び
つ
い
て
関
慢
世
開
始
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
仁
関
係
の
上
に
立
つ
て
の
均
衡
で
あ
る
が
唱
え
仁
、
そ
れ
が
外
見
的
な
均
衡
に

週
き
な
い
と
言
え
る
の
一
で
は
な
か
ろ
う
か
!
こ
う
'
解
す
る
こ
と
仁
ょ
っ

t
は
じ
め
て
絹
針
主
義
白
「
三
国
性
」

l
「
萄
雑
」
き
、
さ
ら
に
、

E
の
陪

紐
の
代
捕
者
で
品
る
か
と
い
う
こ
と
色
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
わ
に
し
の
乙
の
見
解
は
日
本
町
自
由
民
権
運
動
に
闘
し
て
の
お
お
ま
か
な

規
定
で
あ
b
、
こ
う
し
た
観
貼
か
ら
の
み
把
握
し
得
る
様
に
孝
え
る
。
、
わ
た
し
の
み
限
る
と
こ
ろ
で
は
、
河
野
氏
昔
過
渡
期

l
土
地
貴
族
と
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ザ
!
の
均
衡
と
い
う
皮
相
な
隠
史
分
析

rと
き
め
つ
け
ら
れ
る
堀
江
民
自
身
、
い
つ
り
ま
に
か
、
河
野
氏
と
同
じ
見
解
由
と
h
乙
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

様
仁
思
わ
れ
名
。
そ
の
こ
と
は
両
氏
と
色
獣
立
を
支
配
岩
内
郡
白
劃
立
、
と
し
て
の
丹
把
握
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
5
。

組
掛
主
義
U
V
源
替
を
遂
行
す
る
と
い
う
河
野
氏
の
見
解
に
は
一
際
限
定
づ
き
で
賛
成
す
る
。
と
い
っ
て
も
何
時
氏
の
場

何
鱈
酎
車
轟
占
源
蓄
白
闇
係

合
、
弐
町
憶
に
問
題

γ闘
っ
て
い
る
。
割
ち
、
締
盟
主
義
は
設
の
に
め
に
源
蓄
を
行
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
資
末
主
議

ω震
誌
に

は
、
工
業
仁
お
い
て
は
、
商
人
炉
資
本
家
仁
な
る
道
日
正
か
ら
の
資
本
主
読
と
、
生
産
者
が
資
本
家

ιな
る
道
H
下
か
ら
の
資
本
主
義
が
品
h
、
農
業
に

お
い
て
は
ア
開
シ
ヤ
型
と
ア
メ
リ
カ
型
豆
一
つ
の
鰹
路
が
め
る
。
そ
し
て
上
か
ち
臼
賢
本
主
語
と
プ
ロ
シ
ヤ
型
'
と
は
掛
雌
し
、
干
か
ら
の
資
本
主
誌
と
ア

メ
P
カ
型
と
が
相
携
え
て
准
行
す
る
。
こ
の
前
者
l
t
後
者
と
は
士
え
争
皿
割
立
し
抗
守
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
絶
劃
主
義
の
遂
行
す
る
源
養
ぽ
、
い
わ
甲
る

も



上
か
ら
の
資
木
主
読
を
育
成
L
、
下
か

ι目
費
木
主
義
を
抑
降
す
あ
た
め
の
そ
れ
で
あ

z。
が
る
ほ
E
河
野
氏
も
「
王
艇
は
、
特
柑
附
的
私
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
H

商
業
貴
族
・
マ
ユ
ユ
フ
ア
ク
チ
与
ア
費
木
家
の
た
め
の
政
策
骨
遂
行
L
9
る」

k
胃
わ
れ
て
は
い
る
(
二
四
頁
)
。
然
し
な
が
色
、
洞
野
氏
は
、
維
劉

主
麓
は
特
棋
尚
プ
F
F
ョ
ア
ジ

l
甲
た
め
に
淵
蓄
を
行
う
け
れ

E
色
、
ぞ
れ
は
同
時
に
、
査
プ
F
F
ョ
ア
♂
ー
の
た
め
の
色
申
で
h
あ
品
、
と
考
え
巴
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
b
、
正
摺
の
意
聞
k
結
果
上
が
混
同
さ
れ
て
い
る
。
上
か
ら
の
資
本
中
誌
を
育
成
す
る
と
い
う
絶
針
主
議
日
論
理
が
、

r
Eえ
下
か

6

mw
賢
木
主
議
仁
に
い
し
て
も
有
利
な
作
何
者
及
ぼ
し
亡
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
定
叩
限
界
約
仁

t
E
dる
も
の
で
あ
b
主
棋
の
君
臨
で
は
な
い
。
「
控
マ

h
L
h
m
m
九
日
わ
か
い
ひ
"
引
い
い
い
V
L
山
山
山
、
、
紗
め
が
静
〔
小
川
〕
出
向
山
h
h
ハ
ト
、
、
戸
μ
h
h
h
伊
酌
か
丸
山
酌
い
骨
骨
わ
し
れ
小
い
骨
骨
口
、
和
砂
ん
い
か
U
い

、
、
、
、
、
、
、
、

が
で
き
る
そ
う
r
p
」
(
マ
ル
タ
示
「
政
治
的
自
由
主
義
」
傍
結
目
筆
者
)
。
か
手
る
意
固
と
結
長
の
岡
山
岡
は
、
ま
仁
次
町
田
仰
な
規
定
を
み
ら
び
き
r
L
t

い
る
。
即
ち
、
絶
劉
主
義
は
そ
巴
成
立
官
初
に
は
畑
山
替
を
訟
行
す
る
ハ
将
蒙
酌
絶
釣
主
蔀
)
が
、
後
仁
は
籾
蓄
を
阻
止
し
、
封
建
的
諮
闘
係
を
〆
ッ
ク
ア

ヲ
プ
す
る
(
反
動
的
組
針
主
義
)
と
い
う
こ
つ
の
類
型
化
官
。
こ
れ
は
資
本
主
義
訟
戻
の
『
一
一
つ
の
道
』
を
斡
腕
す
る
こ
と
か
ち
き
て
い
ゐ
。
杷
劉
主
義

は
封
建
的
関
係
を
最
大
限
仁
粧
持
し
、
そ
の
枠
内
で
上
九
r
p小
の
資
本
主
義
を
育
成
す
る
o

し
か
も
絶
掛
主
義
由
行
う
源
替
は
、
民
家
か
ら
の
極
端
な
政
措

の
上
に
成
立
っ
て
い
る
以
上
、
ぞ
れ
が
如
何
に
啓
蒙
的
償
援
を
ほ
ど

E
dれ
七
と
し
て
も
、
被
搾
取
者
じ
と
っ
て
は
、
反
動
的
で
あ
り
敵
謝
的
で
あ
る
。

忙
か
ら
こ
そ
、
紹
劃
主
誌
に
艶
し
て
資
本
主
義
の
民
の
強
い
手
(
市
民
的
・
平
民
的
反
封
祇
}
は
最
初
か
色
持
抗
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
闘
レ
、
と
ろ
う

と
す
る
日

t
晶
る
。

E
の
こ
と
は
日
本
町
場
合
、
官
営
事
業
を
創
設
し
て
民
間
U
政
府
に
排
下
げ
た
b
、
哉
は
明
治
十
四
年
イ
八
年
に
亘
る
デ
フ
レ
政

策
等
が
、
以
L
L
め
論
理
骨
骨
F
磁
宇
り
る
事
置
で
晶
る
。

最
後
に
、
「
粧
憐
段
階
」
日
開
砲
に
つ
い
て
ふ
れ
て
あ
こ
う
。
洞
野
氏
は
上
述
の
如
く
、
絶
封
主
誌
の
締
憐
段
階
は
小
皆
業
段
階
と
す
べ
き
で
は
な
く
、

「
商
品
締
醐
何
回
段
階
」
と
す
べ
主
で
あ
る
と
い
わ
れ
七
い
る
ロ
唱
と
こ
ろ
で
、
は
た
し
て
「
商
品
腕
拘
L

白
段
階
と
い
う
も
の
が
一
衛
じ
拠
盛
で
き
る
性
硝

河
野
氏
自
こ
の
規
出
止
の
な
か
ド
は
、
資
本
関
係
自
胎
芽
的
な
段
階
(
堀
江
民
旧
小
骨
撲
段
階
に
相
常
す
る
)
と
形
成
期
月
マ
a

の
色
白
で
め
ろ
う
か

1

ュ
・
段
階
)
が
含
ま
れ

τい
る
。
後
者
が
、
資
本
家
的
行
H

「
本
来
的
マ
ユ
ユ
・
時
代
」
と
い
わ
れ
る
一
つ
町
一
都
隣
設
展
段
階
を
形
成
す
る
こ
と
時
、

「
結
劃
主
議
申
構
鑑
』

5奇

第
六
十
七
巻
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O
七

第
囚
・
主
披

凶
五



『
絡
荷
主
誌
の
檎
控
』

信
六
十
七
巻

ロ一

O
A

一
四
六

第
四
・
豆
腕

木
繭
』
に
も
識
か
れ
て
い
る
。
'
と
こ
ろ
が
、
洞
野
氏
に
よ
れ
ば
、
小
皆
菜
、
と
か
マ
日
一
品
・
と
い
う
も
の
は
生
膏
形
態
で
め
っ
て
、
正
れ
を
一
つ
の
時
代
医

込
山
と
し
て
採
用
す
る
と
と
は
い
け
な
い
そ
う
T
あ
る
が
、
わ
亡
し
は
氏
の
見
解
に
は
賛
成
レ
か
ね
る
。
そ
乙
で
問
削
汀
民
叩
『
小
一
様
業
段
階
』
炉
浮
び
上
っ

て
〈
る
わ
り
で
品
る
が
、
刑
野
氏
の
理
解
の
仕
方
か
ら
問
題
に
し
よ
う
。
小
骨
業
は
、
民
4
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
明
か
に
生
産
形
態
で
あ
る
。
然
し
な
が

ι、
そ
れ
は
卑
な
る
伽
相
対
形
態
で
は
な
く
、
工
業
仁
和
り
る
資
本
主
議
議
展

ω最
初
的
形
飽
で
あ
b
y従
っ
て
官
然
生
産
関
係
を
も
現
わ
し
て
い
る
も
の

E
理
解
す
べ
き
で
め
忍
。
耐
も
、
小
骨
業
い
か
「
小
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
農
薬
」

E
「
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
管
業
」

(
工
業
に
お
け
る
小
商
品
生
産
、
小
商
諜
々
自

他

)
tの
結
合
で
晶
る
か

ιぞ
れ
す
締
済
段
階
の
指
標
ー
と
し
て
持
出
し
て
も
、
決
し
て
、
不
合
理
で
は
な
い
と
、
考
え
る
。

以
上
に
お
い
て
、
わ
に
し
白
幼
稚
な
疑
問
を
、
提
起
し
に
わ
付
で
あ
る
が
、

b
tし
の
疑
問
は
き
で
、
お
い
て
、
木
替
は
「
紹
掛
主
議
」
仁
闘
す
る
睦

来
的
な
勢
作
で
あ
る
乙
と
を
附
記
し
て
築
を
捌
こ
う
。
(
一
丸
五

0
・
八
・
一
八
)

車
盟
わ
亡
し
は
初
稿
を
校
正
す
る
夜
前
仁
、
期
江
氏
日
大
陪
な
且
己
批
判
と
同
時
に
「
均
衡
理
論
」
仁
徹
底
的
な
批
判
を
讃
む
こ
と
い
か
で
き
七
(
「
絶

劃
主
義
論
の
悲
劇
」
本
誌
前
崎
町
)
@
そ
こ
で
は
措
蹴
鞠
立
骨
髄
農
・
都
市
住
民
と
封
建
貴
族
・
商
業
資
本
と
し
て
把
盤
き
れ
で
い
る
ロ
そ
の
限
b
で
は
杢

〈
E
し
い
。
然
し
乍
巴
「
絶
針
君
主
は
ー
剥
薄
・
集
中
音
容
易
に
す
る
七
時
仁
封
建
的
土
地
貴
族
と
貨
幣
貴
族
と
を
相
互
に
た
に
か
せ
な
が
ら
利
聞
す

る
。
」
(
六
宝
頁
)
と
曹
わ
れ
る
陽
台
、
こ
の
覇
者
日
均
蜘
聞
を
恰
も
絶
野
君
主
が
創
設
す
る
と
い
ム
ょ
う
仁
受
取
れ
る
。

こ
の
問
者
自
鞠
立
は
、
そ
れ
ぞ
れ
白
支
国
階
級
が

F凶
に
つ
き
つ
吋
ら
れ
て
い
る
基
本
的
な
劉
立
者
世
抑
臨
す
る
亡
め
の
、
特
附
附
鈍
得
と
し
て
必
然
的

に
爾
ち
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
物
事
は
逝
立
ち
さ
し
て
は
い
け
な
い
。
ご
九
五
・
一
五
・
二
ハ
)

¥、




